
民
法
改
正
（
３
）

　
前
回
か
ら
、
民
法
改
正
の
具
体
的

内
容
に
つ
い
て
ご
説
明
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
は
「
保
証
」
を
取
り
上
げ

ま
す
。

保
証
契
約
に
関
す
る
改
正

　
保
証
契
約
は
債
務
者
（
借
主
）
の

経
済
的
信
用
を
補
う
手
段
と
し
て
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

債
務
者
と
の
個
人
的
関
係
か
ら
、
無

償
で
保
証
人
と
な
る
こ
と
が
多
く
、

ま
た
、
保
証
人
と
し
て
の
責
任
を
十

分
認
識
し
な
い
ま
ま
保
証
契
約
を
締

結
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
保
証
人

自
身
の
生
活
が
破
綻
す
る
と
い
っ
た

ケ
ー
ス
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
保
証
人
の
保
護
を
図
る

た
め
、
保
証
契
約
の
締
結
に
関
し
て

改
正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

⑴�　
貸
金
等
根
保
証
に
関
す
る
規
律

の
個
人
根
保
証
一
般
へ
の
拡
大

　
保
証
の
中
で
も
根
保
証
は
、
一
定

の
範
囲
に
属
す
る
不
特
定
の
債
務
を

包
括
的
に
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
保
証
人
の
責
任
が
大
き
く
な
り

や
す
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
保
証

人
保
護
の
必
要
性
が
高
く
、
現
在
の

民
法
で
も
、
貸
金
等
の
た
め
の
根
保

証
契
約
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
保
護

の
規
律
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
こ
の
貸
金
等

根
保
証
契
約
に
関
す
る
規
律
の
一
部

を
個
人
根
保
証
契
約
全
般
に
拡
大
す

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

ア　
極
度
額
の
定
め

　
個
人
が
保
証
人
と
な
る
根
保
証
契

約
に
つ
い
て
は
、
保
証
人
の
予
測
可

能
性
を
確
保
す
る
た
め
、
保
証
人
の

負
担
す
る
債
務
の
上
限
で
あ
る
「
極

度
額
」
を
定
め
る
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
、
こ
れ
を
欠
く
根
保
証
契
約
は
無

効
と
さ
れ
ま
す
。

イ　
元
本
の
確
定
事
由

　
貸
金
等
根
保
証
契
約
で
は
、
保
証

対
象
で
あ
る
主
た
る
債
務
の
元
本
が

確
定
す
る
事
由
に
つ
い
て
定
め
が
あ

り
ま
す
。

　
改
正
法
で
は
、
そ
の
元
本
確
定
事

由
の
う
ち
、
次
の
３
つ
が
個
人
根
保

証
全
般
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

�

①
債
権
者
（
貸
主
）
が
保
証
人
の

財
産
に
つ
い
て
、
金
銭
の
支
払
を

目
的
と
す
る
債
権
に
つ
い
て
の
強

制
執
行
ま
た
は
担
保
権
の
実
行
を

申
し
立
て
た
と
き
（
強
制
執
行
ま

た
は
担
保
権
の
実
行
の
手
続
の
開

始
が
あ
っ
た
と
き
に
限
る
）

　

�

②
保
証
人
が
破
産
手
続
開
始
の
決

定
を
受
け
た
と
き

　

�

③
主
た
る
債
務
者
ま
た
は
保
証
人

が
死
亡
し
た
と
き

⑵�　
事
業
資
金
借
入
れ
の
個
人
保
証

に
関
す
る
改
正

　
事
業
資
金
の
借
入
れ
は
多
額
で
あ

る
の
が
通
常
で
あ
り
、
個
人
で
あ
る

保
証
人
に
と
っ
て
過
酷
な
状
況
に
追

い
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、

保
証
契
約
の
締
結
に
は
特
に
慎
重
に

な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
改
正
法
で
は
、
事
業
資
金

借
入
れ
の
個
人
保
証
の
場
合
、
原
則

と
し
て
保
証
契
約
前
の
１
か
月
以
内

に
、
保
証
人
が
「
保
証
意
思
宣
明
公

正
証
書
」
と
い
う
公
正
証
書
を
作
成

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
保
証
契
約
の
リ
ス
ク
を

十
分
認
識
し
た
上
で
保
証
契
約
を
締

結
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
、
保
証
会
社
の
主

た
る
債
務
者
へ
の
求
償
権
に
つ
い
て

保
証
人
に
な
る
場
合
に
も
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
た
だ
し
、
保
証
人
に
な
ろ
う
と
す

る
者
が
①
主
た
る
債
務
者
（
法
人
）

の
理
事
、
取
締
役
、
執
行
役
ま
た
は

こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
、
②
主
た
る
債

務
者
（
法
人
）
の
総
株
主
の
議
決
権

の
過
半
数
を
有
す
る
者
等
、
③
主
た

る
債
務
者
（
個
人
）
と
共
同
し
て
事

業
を
行
う
者
ま
た
は
主
た
る
債
務
者

が
行
う
事
業
に
現
に
従
事
し
て
い
る

配
偶
者
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
場
合
に

は
、
保
証
意
思
宣
明
公
正
証
書
の
作

成
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
回
は
、
保
証
契
約
に
お
け
る
情

報
提
供
義
務
に
つ
い
て
、
説
明
し
ま

す
。
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